Effect of Plate Length on Bowl Laser Forming by 吉岡  宏幸 et al.
椀形レーザフォーミングにおける変形に及ぼす板長
の影響













Effect of Plate Length on Bowl Laser Forming
by Hiroyuki Yoshioka,Tetsuya Akiyama and Toshio Terasaki
キーワード：レーザフォーミング，曲面成形，椀形，端部拘束


















　　 R R RB Lav = ⋅ ............................... (1)
　　 R R R RB B L B0
2




B=100mm，板厚 h=2.4mm を一定にし，板長 L のみが 100，
300mm（L=B，3B）である試験片を用意した．L=300mm の
場合は，中心部の L Bh = の範囲を加熱領域とした．今回実験
に用いた試験片の初期曲率半径と目的とする主曲率半径の関





mm= 400 と同じにし，初期曲率半径 RB 0 を
100mm，400mmとしたものである．このため，STarget
Edge はどちら
もほぼ等しい．板幅方向の曲率半径に注目すると，RB 0 100= mmの場合，式 (3)，(4)の関係から変形後も























　板中央部に生じた板長方向（ RL ）のたわみを Fig.3 に示す．
RB 0 400= mmの場合の L=B，3B を比較すると，L=B はL=3B に
比べてたわみが十分得られていないことが分かる．一方で
RB 0 100= mmの場合は，板長の影響がほとんど見られず，L=B，
3Bどちらの場合も目的に近い形状となっていることが分かる．
　次に，板中央部に生じた板幅方向（ RB ）のたわみをFig.4に
示す．RB 0 100= mmの場合は，目的形状が RB = 100mmである
ため，計算上はたわみが生じないと考えられるが，L=B，3Bど
ちらの場合も板端部付近でたわみが生じ，曲率半径が若干小

















(1) 板長方向の端部拘束は板長方向の変形（ RL の変化）を大きくし，目的の椀形曲面に近づける効果が
ある．
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Fig.4 Displacement of z direction (RB)
Table 1 Target shape
400 290 552 0.779
1600 0.765100 100
RB0(mm) RB(mm) RL(mm) STargetEdge (mm)
